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水
と
し
て
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司
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寺
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民
自
ら
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認
識
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残
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個
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あ
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泉
地
に
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村
順
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農
民
の
家
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子
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に
今
も
残
る
湯
治
の
場
　
今
野
清
十
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22

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
を
基
準
と
す
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維
持
可
能
な
感
幸
　
石
森
秀
三
　
　
28

利
用
す
る
側
と
管
理
す
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側
の
総
有

野
沢
温
泉
村
の
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仲
間
と
野
沢
組

32

水
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習
実
践
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材
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野
県

野
沢
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村

地
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の
文
化
資
源
を
伝
え
る
野
沢
組
と
道
祖
神
祭
り

38

み
ず
だ
よ
り
　
女
将
が
守
る
温
泉
宿
　
野
沢
美
季
　
　
44

文
化
を
つ
く
る
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泉
の
効
用
?

46

水
の
文
化
書
誌
　
温
泉

古
賀
邦
雄
　
　
48

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
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50

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

51

温
泉
の
高
揚

日
本
の
温
泉
文
化
は
「
保
養
」
に
端
を
発
し

養
生
や
旅
の
楽
し
み
、
宴
会
に
ま
で
裾
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

保
養
と
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
自
然
の
力
を
無
理
せ
ず
使
い
、

気
を
養
お
う
と
い
う
日
本
流
の
考
え
方
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
治
療
の
湯
」
と
は
微
妙
に
違
う
も
の
で
す
。

現
代
の
温
泉
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
、

人
に
よ
っ
て
、
求
め
る
も
の
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
今
で
も
「
温
泉
に
行
こ
う
」
と
い
う
計
画
は
、

気
持
ち
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
温
泉
は
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
使
い
続
け
る
こ
と
で

一
元
的
で
な
い
多
様
な
魅
力
を
備
え
、

地
域
と
人
、
人
と
人
を
結
ぶ

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

訪
れ
る
人
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
ハ
レ
の
温
泉
も
、

受
け
入
れ
る
人
、
地
元
に
と
っ
て
の
ケ
の
温
泉
も
、

ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


